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１．１．１．１．はじめにはじめにはじめにはじめに    

情報技術の発達に伴いコンピューターを

用いたデータ解析が一般的となってきたが、

肥大したデータの処理にかかる処理時間と

コストの問題は依然として解決されていな

い。 

現在、高性能なコンピューターを手軽に入

手できるほど価格も下がったことから、コン

ピューターを使ったデータ解析は個人ユー

ザーレベルでも日常的に行われている。今の

技術ではコンピューターは 2020 年頃に性能

限界を迎えることが言われているが、新しい

技術として量子コンピューターなどが研究

されており、その性能限界はまだ先の話とな

りそうである。 

さらにコンピューターの処理能力が増え

るにつれ、情報量の多いデータでも対応でき

るようになってきたことから、データに対し

て質の良さも求められるようになった。特に

御、音圧や電圧、静止画・動画などのデータ

に関しては、より高精度・高解像度を求めら

れ、今まで発見されなかった微量な情報まで

も取り扱われている。 

しかしコンピューターの処理性能が高度

なものになったとはいえ、膨大な情報量を持

つデータをそのまま処理させるには時間が

かかる。また、これらを満足させるコンピュ

ーターはコスト面において多大な負担にな

る。そのため、今のコンピューターはデータ

を処理するのに必要な性能を満たしていな

いという問題がある。 

そこで、当研究では波形データを元に任意

のデータ軽量化を行い、どの程度の軽量化が

最適なのかをＭＴシステムを用いた解析に

よる検証を試みた。 

 

２．２．２．２．研究目的研究目的研究目的研究目的    

消費電流の波形に限らず、波形データは特

徴的な部分が特別な情報を持っている場合

が多いことから、その特徴部分のみを抽出し、

他のデータを削減していくことができれば、

情報処理の手間を軽減しつつ、元データと同

等の再現率が得られる可能性がある。 

 データを軽量化した場合、どの程度の再現

率があるかを確認しながら、最適な軽量化の

方法について検討していく。 

 

３．解析方法 

今回実験に用いるデータは、CD ドライブの

動作時による消費電流値を波形データにし

たものである。(図 1) 

 

 

図図図図    1111    元データの元データの元データの元データの消費電流値消費電流値消費電流値消費電流値    

 

 

このデータを元に等間隔にデータを削除

し軽量化を行う。間隔については整数倍とし、

それぞれについて MT システムによる評価を

行っていく。 

一例として、以下にデータ量を 1/2 にした

ものと 1/3 にしたものを示す。 
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図図図図    2222    データ量データ量データ量データ量 1/21/21/21/2    

    

図図図図    3333    データ量データ量データ量データ量 1/31/31/31/3    

次に、MT システムによる評価方法の計算手

順を示す。手順(1)から(12)のにより波形の

パターンを距離という尺度評価することが

できる。 
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４．４．４．４．解析結果解析結果解析結果解析結果    

データ数を減少させながら余因子行列の

距離からＳＮ比を求めた結果、ＳＮ比の推移

は図 3 のようになった。 

 

図図図図 4444    データ数の減少に伴う解析精度データ数の減少に伴う解析精度データ数の減少に伴う解析精度データ数の減少に伴う解析精度    

５．５．５．５．考察考察考察考察とまとめとまとめとまとめとまとめ    

ＳＮ比は、データ数を減少させたときの波

形の情報の精度を示すものであるが、ある特

定の減少領域を過ぎると、情報の損失、すな

わちＳＮ比の低下が急激に発生する。このこ

とは、データ数の省略にある種の限界点があ

ることを示唆するものである。図 4 から判断

して、データの省略は 1/4 程度が限界である

ことが考えられるが、逆に元情報を 1/4 程度

(255 項目)まで落としても精度はそれほど変

わらないことがわかる。すなわち、波形デー

タの多変量解析において、項目数を 1/4 程度

まで省略しても同等の結果が得られること

が推測される。 

なお今回は減少間隔を等間隔にして行っ

たが、不等間隔に減少間隔を取り特徴をより

強く残す検証が今後の課題である。 
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